
  

 

 

秋祭りも終わり、年の瀬も近づいてきました。来年４月から新

しい生活をスタートされる方々は、進路や就職に向けて本格的に

動いてくる時期になります。忙しい日々の中で、悩みや不安がで

てくると思います。そんな時は私たちセンターにいつでもご相談

ください。 

 

 

保護者のための勉強会 

 

 

 

去る９月９日、たまりーなにて『第３回ふらっと研修会』を開催しました。 

 今回は「高等学校の特別支援教育」について、静岡県教育委員会の先生方からお話をしていただきました。

前半では、高等学校の特別支援教育の現状についてや今後の進路を考えるうえでの情報提供をしていただき

ました。また、１０月から始まった「コミュニケーションスキル講座」についてもご説明していただきまし

た。後半は保護者意見交換会とし、グループに分かれてお互いの悩みや情報提供をする場としました。各グ

ループに県教育委員会の先生方に入っていただき、積極的な意見交換がされました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回ふらっと研修会は、１月２０日（金）を予定しています。次回もたくさんの方に参加していただき、

仲間作りや情報交換の場にしていただければと思っています。 
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参加者からいただいたご感想、ご意見です。 

県教育委員会の方から色々お話を聞けて、今の流れ

を知る事ができました。よい流れになっていって欲

しいと思います。 

現在は小学生ですが、今後、中学・高校となっていくことを考えて「入試に一人で挑めるのか？」

と不安がありました。他の方の意見を聞いて、同じ不安を持って乗り越えてきた方の話を聞け

て安心しました。 

今年度入試ですが、少しずつ高校での

支援が進んできている事を知り、少し

気持ちが楽になりました。 

他のたくさんのご意見を聞くことが

出来て、自分では思いつかないことも

あり参考になりました。 

自分だけでなく、他の保護者の方も同

じように悩んでいたことを知ることが

出来た。参加してよかった 



学童保育指導者のための研修会 

 

 

 

 

１０月２１（金）に菊川市役所にて、地域の学童保育の指導者の方々に集まっていただき、研修会を行いま

した。今回は、発達につまずきを持つ子どもを中心に、講話や疑似体験を通じて理解を深めていくこと

をテーマとしました。午前中の貴重なお時間でしたが、約６０名と大変多くの方に参加していただけま

した。お忙しい中、ありがとうございました。 

第１部では、「気になる子どもへの理解」と題し、発達障害の傾向をもつ子ども達が、どのようにいろ

いろなことを感じているか疑似体験を行いました。ペットボトルのめがねから視界の狭さを感じること、

ことばの分かりにくさを体験したこと、軍手をしたまま折り紙を折り不器用さがどれくらい不安なこと

か知っていただきました。第２部では、東遠地区生活支援センターの学童保育で実際に行っている視覚

支援の目的、方法についてスライドを交えて説明させていただきました。 

第１部、２部とも参加者の方々が積極的に体験をしてくださいました。今後も、このような研修会を

企画していきたいと思っています。是非、次回もたくさんの方の参加をお待ちしています。 

 

 

 

←静岡新聞 １０／３１（月）の記事です。 

成人してから発達障害に気付いた人たちの 

自助グループのことが掲載されていました。 

ブログで活動予定などお知らせされています。 

 

◎浜松成人発達障害サロン 

「ADvanceD（アドヴァンスド）」 

http://blogs.yahoo.co.jp/advanced_selfhelp 

～相談件数（平成 2３年９月）～ 

 掛川市 菊川市 御前崎市 森町 圏域外 合計 

ケア会議 ３４ １８ ６ ３ ３ ６４ 

電話 ２２０ ２０４ ２７ ４３ １９ ５１３ 

訪問 ５７ １１９ ６ ２６ ４ ２１２ 

来所 ３５ ３９ ４ ３ ５ ８６ 

合計 ３４６ ３８０ ４３ ７５ ３１ ８７５ 

 


